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野菜 及び一 般畑 作 物 の組合 せ に よ る合 理的作 付 方式

第 1報  短根ニンジン栽培 における前作物の影響
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Productivity of a Few Crops as Affected by Defferent Preceding Crops

l  Effect of preceding crops on the growth oF short typed carrot
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野菜中心の栽培においては,土地条件等の制約から連作

あるいは体栽期間の短い作付を行っているのが現状であり,

連作障害の発生が問題とされている。

連作障害回避のための輸作をおこなう場合 ,前作 (大豆

バレイショ,ス イートコーン,キ ャベツ,ハ クサイ,短根

ニンジン,ンタス)及び前々作 (レタス)と して栽培 した

作物が短根ニンジンに与える影響について検討した。

また,キ ャベツ,ハ クサイ等不良前作の回避対策として

前作物の残滓の非すき込み及び基肥の増肥効果についても

検討 したので,その結果を報告する。

2試 験 方 法

(1)供試条件

0)短根ニンジン耕種概要

は種期 ,5月 中旬。品種 ,US春蒔五寸。

栽個踊離,50× 1艤。標準施肥量 (″ /10ι 成分量)N―

248,P205~316,場 0-272。

3 試験結果及び考察

(1)前作物の種類による影響

短根ニンジンの生育や肥大に前作物がどのような影響を

及ぼすかを昭和51年～58年までの 8か年にわたって検討 し

た結果。

1)生育 : 初期生育は葉数で前作スイートコーン区が

最も良く,葉長では,短根ニンジン区がまさった。またハク

サイ区力撮 も劣り,次いでキャベツ区が悪かった。その他

の前作物の生育は大差が認められなかった。

収穫期の生育では,各前作区とも短根ニンジン区よりま

さり,中でもバレイショ,ス イートコーン区が葉数 ,葉長

ともに良かった。

2)収量 : 根重は前作スイー トコーン区が最も重く,

次いでハクサイ区である。スイートコーン区は年次変化が

少ないがハクサイ区は年次変化がやや大きい。

10σ 当たり収量は,バ レイショ区が障害根率力沙 なく,

2,359″ で最も高く,次いでレタス区であった,年次変化

はスイートコーン区,大豆区カツ ゝく,ハクサイ区力状 きい。

規格別収量では,M級以上の割合で前作 レタス区の814

表2 収 量 調 査
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%,ス イートコーンEXF81 1%で まさり,短根ニンジン区632

%,大豆区64%で劣った。

障害根の発生は,腐敗根の少ない区はレタス区で,ハ ク

サイ区が最も多かった。岐根の発生はスイートコーン区が

多く,パ レイショ,ハクサィ区力:沙ない。裂根率は短根ニ

ンジン区が少なく,レ タス区が多い。クズ根率はスイート

コーン区が少なく,ハ クサイ区が多い。

以上の結果,短根ニンジンの前作として ,バ レイショ,

スイートコーン,レタスが良いと考えられた。

●)前作の影響の軽減対策

前作物の影響試験では各作物の標準施肥で検討 したが ,

前作物の吸肥力及び諄在地力差が大きな影響を及ぼすと思

われたので前作物大豆 ,バ レイショ,キ ャベッ区に基肥増

肥処理の検討をした。またキャベツは石灰の吸収量が多い

ことから石灰増施処理区と,各前作物収穫後の茎葉残滓処

理が障害根の発生軽減と生育収量に及ぼす影響について検

討した。

1)前作 :大豆

大豆の施肥量が少ないことから増肥の効果は初期生育で

認められたが,収穫期ではほとんど認められない。

根重及び10′ 当たり収量についても増肥の効果は認めら

れるが,50%増肥では効果が少なかった。また10α 当たり

収量の年次変化も増肥することにより高くなる傾向が認め

られるが,50%増肥区は,25%増肥より劣った。

表 3 前作の影響軽減処理月」収量調査

んど認められなかった。また根重及び10α 当たり収量でも

増肥の効果が認められなかった。

0前作 :ス イートコーン

茎葉非すきこみは,すきこみに比べ,生育 ,収量とも劣

る傾向である。

り前作 :キ ャベッ

増肥の効果は初期生育ではあまり認められなかった。収

穫期の生育では効果が認められた。また石灰の50%増施効

果は認められなかった。

根重,10″ 当たり収量では増肥の効果が認められたが石

灰の増施効果は認められなかった。

茎葉非すきこみ効果は,生育収量とも認められ,特に生

育初期,10α 当たり収量では増肥以上の効果が認められた。

り前作 :ハクサイ

茎葉非すきこみ効果は,キ ャベッ同様 ,生育収量とも認

められた,十字科作物の残滓すきこみの場合生育抑制の影

響があると考えられる。

以上の結果,増肥効果については,初期生育では大豆 ,

パレイショで認められ,キ ャベツではほとんど認められな

かった。収穫期の生育では,大豆 ,キ ャベツでゃや認めら

れ,バ レイショで認められなかった。またキャベツの石灰

増施での生育収量の増大は見られなかった。

収穫後の茎葉非すきこみについては,キ ャベッ,ハ クサ

イでプラス,スイートコーンではマイナスの効果であった。

また増肥効果による収量の影響は大豆の25%増肥 ,キ ャ

ベツの20%増肥で効果が認められたが ,パ レイショでは認

められない。

収穫後の茎葉残滓のメFすきこみについては,キ ャベツ,ハ

クサイでプラス,ス イートコーンでマイナスの効果であった。
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4  ま め

短根ニンジン栽培の場合,好適前作物としてバレイショ,

レタスが好ましく,キ ャベツ,ハ クサイは不適な前作物と

なろう。また不良前作物でも大豆では基肥を25%,キ ャベ

ツで20%増肥すること。スイートコーンは茎葉をすきこみ

し,キ ャベツ,ハクサイでは非すきこみ処理により,あ る

程度その影響を軽減できることが知られた。

"前
作 : バレイショ

増肥の効果は初期生育で認められたが,収穫期ではほと
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